
　　令和５年６月５日（月）午後２時　玉名市民会館　第２会議室

１．本日の出席農業委員は、次のとおりである。

１番　下川　安 ２番  髙田  優子 ３番　村上　孝夫　 ４番　岡田　正治　
５番　坂本　正敏 ６番　土田　健一 ７番　田端　末雄 ８番　本田多美子
９番　岡村　栄一 10番  澤村　哲志 11番　木村　昌治 12番　西本賢二郎
13番　中島　浩輔 14番  德井　勝美 16番  髙島　尚 17番　中山　一久
18番　田上　靖晃 19番　丸山　和則

15番  境　浩之

３．本日の出席農地利用最適化推進委員は、次のとおりである。

推１  水本　信之 推２　梅田　政次郎 推３　田中　正通
推５  安田　謙二 推６　縄田　伊知郎 推７　船津　和利 推８　上田　龍介
推９　平野　雅久 推10　嶋田　裕一 推11　柴尾　覚 推15　大家　泉
推16　園田　勝義 推17　永田　眞一 推18　後藤　雄一 推19　坂門　聡一

４．本日の欠席農地利用最適化推進委員は、次のとおりである。

推12　髙本　昌揮 推13　宮永　義一 推14　東　直幸

５．説明のために出席した職員は、次のとおりである。

次長　西山　美和 係長　園木　俊範 主任　大原　三和 主任　酒井　史浩
会計年度任用職員　小山久美子

６．議事参与が制限された委員数は、次のとおりである。

　　　０名

議　題
第 22 号 農地法第３条の規定による許可申請について
第 24 号 農地法第４条の規定による許可申請について
第 25 号 農地法第５条の規定による許可申請について
第 26 号 農用地利用集積計画の決定について
第 27 号 農用地利用集積等促進計画の意見決定について

報　告
第 15 号 農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について（１８条）
第 16 号 農地の形状変更届について
第 17 号 許可申請の取下げについて

令和５年第６回玉名市農業委員会総会議事録

２．本日の欠席農業委員は、次のとおりである。
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１．開 会 

○事務局次長（西山美和君） それでは、定刻を過ぎましたので、本日は農業委員総数

１９名のうち１５番、境委員から欠席の届け出があっており、１８名の御出席でご

ざいます。また、最適化推進委員総数１９名のうち１２番、髙本推進委員、１３番、

宮永推進委員、１４番、東委員からは欠席の届け出はあっておりませんけれども、

１６名の出席でございます。 

 玉名市農業委員会会議規則第７条の規定により会議は成立しておりますので、た

だいまから、令和５年第６回玉名市農業委員会総会を開会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

２．会長挨拶 

○事務局次長（西山美和君） まず下川会長より御挨拶をいただきまして、引き続き、

会議規則第５条の規定により議長をお願いし、議事の進行をお願いいたします。 

○会長（下川 安君） それでは皆さん、こんにちは。 

 農業委員会総会ということで、本当にお忙しい中、お集まりをいただきまして誠

にありがとうございます。 

 実は、局長はちょっと体調が悪いということで、今日は欠席をされております。

体調というか、今、落ち着いていますけどコロナということなので、私も３０日か

ら局長と実は一緒だったんですね。今日も午前中は再検査して熱もありませんので、

出席しましたけれども、よろしくお願いしたいと思います。 

 また、特に６月になったら本当に雨で、昨年に比べると１０日ほど早いという話

もあっています。台風２号の関係で、近畿、東海、関東ですかね、本当に記録的な

大雨になっています。あんな雨がまた九州に降ったらどうなるかなあと大変心配し

ていますけれども、豪雨災害がないことを願うばかりです。これからは本当に田植

えの準備、田植えということで大変忙しくなると思いますので、体調だけは気をつ

けて頑張っていただきたいと思います。本当にまだまだコロナのほうも気をつけて

いただきますようお願いしまして、議事に入らせていただきます。 

 今日はですね、農業委員会総会公開ということで、３名の方が傍聴に見えられて

いますので、よろしくお願いします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

３．議事録署名委員指名 

○議長（下川 安君） それでは、議事に入ります。よろしくお願いします。 

 本日は、第２２号、２４号から２７号まで９７件の議案審議となっています。そ

れから、報告第１５号から１７号まで２０件の報告がありますので、皆様方の慎重

なる御審議をよろしくお願いします。 
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 本日の議事録署名は、委員番号１２番の西本賢二郎委員と１３番の中島浩輔委員

にお願いしたいと思います。 

 なお、発言の際は、委員番号及び氏名を述べた上で発言をいただきますようよろ

しくお願いいたします。 

 併せまして、採決の際は、議決権のある農業委員さんのみの挙手をお願いいたし

ます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．議 事 

○議長（下川 安君） それでは、議第２２号農地法第３条の規定による許可申請につ

いてを議題といたします。件数は１１件です。 

それでは、事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局次長（西山美和君） 事務局、西山です。議第２２号に入る前に申請の取下げ

があっておりますので、先に御報告いたします。２９ページをお願いします。 

 議第２２号６番、議第２３号の１番については、備考欄の理由により取下げがな

されております。 

 それでは、議案１ページをお願いいたします。 

 議第２２号農地法第３条の規定による許可申請について。農地法第３条第１項の

規定による下記農地の所有権移転許可申請について許可するものとする。令和５年

６月５日提出、玉名市農業委員会会長、下川 安。 

 １番、築地と河崎の申請人で、河崎の畑１７８㎡外１筆、計３２９㎡を労力不足

と相手方の要望のため売買するものです。 

 ２番、立願寺と築地の申請人で、築地の畑３,５１８㎡を労力不足と相手方の要

望のため売買するものです。 

 ３番、岩崎と小島の申請人で、小島の田１,０２１㎡を労力不足と相手方の要望

のため売買するものです。 

 ２ページをお願いいたします。 

 ４番、伊倉の申請人で、伊倉北方の畑３９２㎡を相手方の要望と耕作便利のため

売買するものです。 

 ５番、伊倉の申請人で、伊倉北方の畑１,７７３㎡を労力不足と相手方の要望の

ため売買するものです。 

 ７番、築地と両迫間の申請人で、河崎の畑１２３㎡を労力不足と相手方の要望の

ため売買するものです。報告第１５号１３番と関連しております。 

 ３ページをお願いいたします。 

 ８番、福岡県みやま市と大牟田市の申請人で、下の田３,０１２㎡を労力不足と
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相手方の要望のため売買するものです。 

 ９番、岱明町と岡山県倉敷市の申請人で、岱明町の田１,７３５㎡外１１筆、計

８,７１２㎡を労力不足と規模拡大のため売買するものです。 

 １０番、岱明町の申請人で、小浜の田１,７６５㎡外１筆、計２,０５０㎡を叔母

から甥へ贈与するものです。 

 ４ページをお願いいたします。 

 １１番、天水町と熊本市の申請人で、天水町の畑１,２００㎡外５筆、計４,３５

８㎡を父から子へ贈与するものです。 

 １２番、熊本市と天水町の申請人で、天水町の畑１２１.３９㎡を借入地取得す

るものです。 

 以上１１件、合計２５,４０９.３９㎡につきまして御提案しております。 

 去る５月３０日、６月１日に地元委員同道の上、現地調査も行っております。 

 よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（下川 安君） 事務局の説明が終わりましたので、受付番号１番から順に委員

の説明をお願いします。それから、連続して説明される場合は続けてよろしくお願

いいたします。 

 それでは、１番をお願いいたします。 

○推１番（水本信之君） 推進委員１番、水本です。１番の案件について御説明いたし

ます。 

 以前から畑を借りて野菜を育てており、相手側の要望で畑２筆、３２９㎡を購入、

譲渡人は労力不足、現地調査の結果、問題ないと判断いたします。 

 審議のほどをよろしくお願いします。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 続きまして、２番をお願いいたします。 

○３番（村上孝夫君） 農業委員３番、村上です。２番の案件について説明します。 

 譲渡人は労力不足、譲受人は相手方の要望、畑３,５１８㎡、現地を調査したと

ころ何ら問題もないと思います。 

 御審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

続きまして、３番をお願いいたします。 

○推４番（小山 昭君） 推進委員４番の小山です。番号３番の案件について説明しま

す。 

 譲渡人は労力不足、譲受人は相手方の要望により売買するものです。現地確認の

結果、特に問題なく許可相当と思われます。 
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 御審議のほどをよろしくお願いします。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

続きまして、４番、５番につきまして同じ委員なので、続けてよろしくお願い

いたします。 

○７番（田端末雄君） 農業委員７番、田端です。４番の案件について説明します。 

 申請地は、伊倉のコンビニエンスストアより東へ２００ｍくらい入った畑、３９

２㎡です。申請人である譲受人は、申請地の西側、東側に隣接してみかん園を所有

しております。農作業等など耕作が便利なため売買契約するものです。６月１日に

現地調査を行いましたが、特に問題はないと思いますが、審議のほどよろしくお願

いします。 

 続いて、５番の案件について説明します。 

 申請地は、伊倉の印刷工場より北側約７０ｍくらいの道路に面した畑地１,７７

３㎡です。申請人はこの近辺を５、６年前に数カ所農地を集められている経緯があ

ります。申請人は高齢でもありますが、令和３年の８月５日の第９回農業委員会総

会で、許可、承認された農地があります。 

 許可承認の理由としては、２年後に県外に住む息子が帰郷し、現在小作に出して

いる水田を自分たちで作付けするということを考えており、そのためにも農地は全

て維持しながら備えておきたいという営農計画と意欲が感じられ、総会審議で許可

承認された経緯があります。あれから約２年近くになりますが、現在所有している

農地の一部では、全筆の作付けには及ばない状況もあり、去る３日前、６月２日に

申請人と息子が事務局を訪れた際に、息子に農業をする意思を確認したところ、い

つになるかわからない。２年後か３年後かというような営農の意思が感じられなか

ったということを聞いております。また、農機具等も充実されていない状況で、農

産物の販売実績もないことから、今回の申請については保留にしておきたいと思い

ますが、皆さんの審議のほどよろしくお願いします。以上です。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

続きまして、７番をお願いいたします。 

○９番（岡村栄一君） ９番農業委員、岡村です。７番の案件について説明します。 

 申請地は自動車部品工場の前の水路の西側です。申請地１２３㎡、譲渡人は労力

不足、譲受人は相手方の要望、譲受人は親の代から耕作していた土地で、何ら問題

はないと思いますので、よろしくお願いします。以上です。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 続きまして、８番をお願いいたします。 

○推７番（船津和利君） 推進委員番号７番、船津です。８番の案件について説明いた
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します。 

 譲渡人は労力不足、譲受人は相手方の要望ということで売買です。場所的には旧

梅林小学校の北側の道路沿いのところです。現在は荒れ地になっておりますけど、

将来的には許可後には盛土の申請をしてから、そのあとにニンニクを作付けする予

定だそうです。 

 よろしく御審議をお願いいたします。以上です。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 続きまして、９番をお願いいたします。 

○推１０番（嶋田裕一君） 推進委員１０番、嶋田です。９番の案件について御説明い

たします。 

 申請地は、岱明町上で酪農畜産業を営む会社の周辺４カ所１２筆、合計８,７１

２㎡です。今回の申請は、岡山県に本社を置く会社のグループ企業内での移転であ

り、譲渡人は労力不足、譲受人は規模拡大のための所有権移転の申請となります。

現在休耕地となっている申請地に肥料等の作付けを計画し行う予定となっておりま

す。設備、機械等は現在使用のものを継続することとなり、許可相当と判断いたし

ます。 

 よろしくお願いいたします。以上です。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 続きまして、１０番をお願いいたします。 

○推１１番（柴尾 覚君） 推進委員１１番、柴尾です。１０番の案件について説明し

ます。 

 譲渡人は９２歳の高齢で農業はできません。農地はですね、医療機関から３００

ｍ南側で飲食店の北側で、畑１,７６５㎡です。あと１筆はですね、県立高校グラ

ウンド南側で、５０ｍ離れた場所です。譲受人は甥に贈与するということです。甥

は農業機械はほとんど持っておられますので、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 続きまして、１１番をお願いいたします。 

○１８番（田上靖晃君） 農業委員１８番、田上です。１１番の案件について説明しま

す。 

 申請農地は、譲渡人の父から同じ経営体の子へ贈与を希望する農地です。なお、

譲受人の子は熊本市在住ですが、毎日天水の樹園地に通勤している農業者です。 

 以上、御審議方、よろしくお願いいたします。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 
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では、１２番をお願いいたします。 

○推１９番（坂門聡一君） 推進委員１９番、坂門です。１２番の案件について御説明

いたします。 

 譲渡人の熊本市の方から、譲受人、天水の方への案件ですが、もともと熊本市の

方の土地１２１.３９㎡は、天水の譲受人の方が長年借地をしておられまして、今

回、労働力不足とお互いの話し合いによりまして取得ということになりました。特

にほかの土地も合わせて取得されますので問題ないと思います。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 ただいま３条申請につきまして委員の説明が終わりましたけれども、皆さんから

御意見、御質問はございませんでしょうか。 

○５番（坂本正敏君） 農業委員５番、坂本です。５番の案件を皆さんで協議していた

だいて、それと８番の案件について、この譲受人の方は大牟田市になっております

が、先ほど１１番の案件は毎日天水まで通うという話がありましたが、この８番の

大牟田の方はどうなっているかお聞きしたいと思います。 

○議長（下川 安君） はい、事務局でわかりますか。 

○事務局次長（西山美和君） 大牟田市在住の方ですけれども、実家にですね、施設関

係で農作業従事者とかもいらっしゃいますので、その方たちと一緒にですね、申請

地も耕作するということで、通作距離は大牟田からですので３０分程度です。 

○５番（坂本正敏君） 農業をされているんですか。 

○事務局次長（西山美和君） はい、農業はされております。 

○５番（坂本正敏君） 以上です。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 ほかにございませんでしょうか。 

○８番（本田多美子君） 農業委員８番、本田です。９番の案件についてお尋ねしたい

んですが、岡山県に本社のある会社のこの譲渡人と譲受人は全く親戚関係とかなん

とかでもなくて、その譲受人は岡山からわざわざこちらに来て、これだけ８,７１

２㎡の畑地を飼料かなんかとおっしゃいましたかね、どういうのかもう少し詳しく

教えていただいて、この飼料をただ栽培して、ほかにいろんな規模拡大と書いてあ

りますので、なんか展望というかな、そういうのを御存じかなと思って聞きたいと

思います。 

○推１０番（嶋田裕一君） 推進委員１０番、嶋田です。一応この譲受人のほうですね、

譲渡人と譲受人、これは一つの岡山県に本社を置く会社のグループです。グループ

会社ということになっているんですけど、この中で譲渡人のほうはですね、以前か
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ら畜産業をやっていまして、飼料等を以前作られていたところを今、休耕になって

いるところにまた再度飼料を作ろうというところで、この譲受人のほうがそういっ

た飼料だとか、あと設備だとかそういったのを一括して、このグループ内のそうい

った飼料なんかを一括して栽培したり請け負ったりというところで、分配したりと

いうことで、請け負うような部門というところで資料をいただいております。ここ

の中での移動になるので、恐らく経営面積なんかゼロというのも、グループ内では

何十町かという話は聞いているんですけれども、会社自体としては作付けの持ち分

がないと、こういったところです。グループ内での移動ですね、というところです。 

○８番（本田多美子君） はい、わかりました。ありがとうございました。 

○議長（下川 安君） ほかにございませんでしょうか。 

（なしの声） 

○議長（下川 安君） では、なければ採決に移りたいと思います。 

 議第２２号農地法第３条の規定による許可申請１１件です。何か。 

○５番（坂本正敏君） ５番の案件はどういう処理を、５番の案件の処理の案件は保留、

５番の案件は保留ですか。 

○７番（田端末雄君） 保留にしたいと思いますが、皆さんの審議をよろしくお願いし

ますということです。 

○５番（坂本正敏君） 保留でだめだということは。保留ですね。 

○議長（下川 安君） すみません、一応農地法第３条による許可申請１１件出ていま

す。そのうち５番については、とにかく説明がありましたように、委員から保留に

お願いしたいというような説明があっています。それで、あと１０件については許

可相当だというお話ですので、それについて農業委員にですね、それでよいかとい

うことで採決をしたいと思います。 

 それでは、議第２２号農地法第３条の規定による許可申請１１件のうち１０件に

つきましては原案どおり可決、残りの１件につきましては、１カ月ほど、次回総会

までありますけれども、保留ということでお願いしたいと思いますけれども、それ

について異議のない方は挙手をお願いします。 

（全員 挙手） 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。採決の結果、異議なしと認め

まして、議第２２号につきましては、１０件を許可し、１件については保留にする

ことに決定します。 

 続きまして、議第２４号農地法第４条の規定による許可申請についてを議題とい

たします。件数は１件です。 

それでは、事務局よりお願いいたします。 
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○事務局次長（西山美和君） ６ページをお願いいたします。 

 議第２４号農地法第４条の規定による農地の転用許可申請について。農地法第４

条第１項の規定による下記農地の転用許可申請について意見決定するものとする。

令和５年６月５日提出、玉名市農業委員会会長、下川 安。 

 １番、申請物件が岱明町の田９７㎡で、転用目的は進入路での申請です。農地区

分は、都市計画法に規定する用途区分内の農地で第３種農地と判断しております。 

 以上１件、９７㎡につきまして、申請内容を農地転用許可基準全ての項目ごとに

適合するか審査した結果、いずれも不都合のないものと判断し、御提案しておりま

す。 

 去る５月３０日、６月１日に地元委員同道の上、現地調査も行っております。よ

ろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（下川 安君） はい、事務局の説明が終わりましたので、委員の説明をよろし

くお願いいたします。 

 それでは、１番をよろしくお願いします。 

○１４番（德井勝美君） 農業委員１４番、德井です。１番の案件について説明します。 

 土地の所在地は、玉名市岱明町扇崎、地目、畑です。面積は９７㎡、転用の目的

は分譲宅地予定地への進入道路ということです。転用する被害の発生はありません。

道路両側にＵ字溝を設置され、路面はアスファルト道路として市道に接続されます。 

 現地調査の結果、何ら問題はなく、許可相当と判断しました。よろしくお願いし

ます。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 ４条申請につきまして委員の説明が終わりましたけれども、皆さんから御意見、

御質問はございませんでしょうか。 

(なしの声) 

○議長（下川 安君） 御意見、御質問がなければ採決に移らせていただきます。 

 議第２４号農地法第４条の規定による許可申請１件につきまして、原案どおり許

可することに異議のない方は、挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。採決の結果、異議なしと認め、

議第２４号につきましては、許可することに決定いたしました。 

 次に、議第２５号農地法第５条の規定による許可申請についてを議題といたしま

す。件数は７件です。 

 このうち受付番号１番、２番につきましては始末書の添付がありますので、委員

の説明の前に事務局の担当者が読み上げます。よろしくお願いいたします。 
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 それでは、事務局より説明をお願いします。 

○事務局次長（西山美和君） ７ページをお願いいたします。 

 議第２５号農地法第５条の規定による農地の転用許可申請について。農地法第５

条第１項の規定による下記農地の転用許可申請について意見決定するものとする。

令和５年６月５日提出、玉名市農業委員会会長、下川 安。 

 １番、申請物件が河崎の畑３６２㎡で、転用目的は車庫・資材置場です。農地区

分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地と判断

し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

 ２番、申請物件が築地の畑９４８㎡外１筆、３,４７３㎡で、転用目的は農業用

倉庫等です。申請地は、農用地区域内にある農地であり、原則許可はできませんが、

農振法第１条第４項に規定する農用地利用計画において、農業の用に供することか

ら許可は可能と判断しております。 

 ３番、申請物件が大倉の畑２６４㎡外１筆、計４９３㎡で、転用目的は進入路で

す。農地区分は、都市計画法に規定する用途地域内の農地で、第３種農地と判断し

ております。 

 ８ページをお願いいたします。 

 ４番、申請物件が大倉の畑５８㎡で、転用目的は宅地拡張です。農地区分は、農

業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地と判断し、ほか

に適当な場所がないものと判断しております。 

 ５番、申請物件が両迫間の畑４１７㎡で、転用目的は特定建築条件付き土地（２

戸）です。農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、

第２種農地と判断し、ほかに適当な場所がないと判断しております。 

 ６番、申請物件が横島町の畑１,３７４㎡で、転用目的は太陽光発電施設です。

農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地

と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

 ７番、申請物件が横島町の田１,１３４㎡で、転用目的は太陽光発電施設です。

農地区分は、横島支所から３００ｍ以内の土地で第３種農地と判断しております。 

 以上７件、合計７,３１１㎡につきまして、申請内容を農地転用許可基準全ての

項目ごとに適合するか審査した結果、いずれも不都合のないものと判断し、御提案

しております。去る５月３０日、６月１日に地元委員同道の上、現地調査も行って

おります。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（下川 安君） はい、事務局の説明が終わりました。それでは、受付番号１番

の始末書のほうを事務局の担当者が読み上げます。 

○係長（園木俊範君） ― １番の案件について始末書朗読 ― 



－ 10 － 

○議長（下川 安君） 今、受付番号１番の始末書が読み上げられましたので、委員の

説明をよろしくお願いいたします。 

○９番（岡村栄一君） ９番農業委員、岡村です。１番の案件について説明します。 

 申請地は、自動車部品工場正門前、県道水路前です。先ほど説明しました３条の

７番と同じで、譲受人が車庫・資材置場、車庫が２８㎡、資材置場が１００㎡とし

て、転用用地は３６２㎡です。給水などはなし、雨水は西側の水路に排出し、敷地

全体を砂利を敷いて自然浸透し、畑との境にはブロックを積む、今まで耕作してい

た土地で使用していたので、問題はないと思います。審議のほどをよろしくお願い

します。 

 以上、終わります。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 それでは次、２番につきまして、これにつきましても始末書が出ていますので、

担当者が読み上げます。 

○係長（園木俊範君） ― ２番の案件について始末書朗読 ― 

○議長（下川 安君） ただいま受付番号２番の始末書を読み上げられましたので、受

付番号２番から７番まで委員の説明をお願いしたいと思いますけれども、まずは２

番についてよろしくお願いします。 

○３番（村上孝夫君） ３番農業委員、村上です。２番の案件について説明します。 

 申請地は医療機関から８００ｍぐらい行ったところにあります。転用面積は現況

宅地が９４８㎡、畑が２,５２５㎡、合計３,４７３㎡です。農業用倉庫並びに農業

資材、農薬保管庫、販売品展示場、駐車場の予定です。給水は井戸を使って給水、

汚水と雑排水、浄化槽で処理、雨水は自然浸透です。被害が生じた場合、申請者が

責任をもって対応するとのことでした。 

 以上、調査した結果、問題ないと思います。御審議のほどお願いします。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 続きまして、３番をよろしくお願いいたします。 

○推６番（縄田伊知郎君） 推進委員６番、縄田です。３番の案件について説明いたし

ます。 

 転用目的は、太陽光発電所までの進入路です。転用面積は４９３㎡で、７０ｍほ

どの進入路になります。場所は２０８号線市営団地入り口から西に１００ｍ行った

ところです。現在通行中の道路では太陽光発電設置済みの用地への進入路としては

幅が狭く、本申請地は目的地に最短距離で行くことができ、道路幅も十分確保でき

ることから今回の申請になったそうです。給排水計画は道路なのでなく、被害防除

計画としては、万が一被害がでた場合は、申請者が責任をもって対処するとのこと
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です。 

 現地調査の結果、許可相当と判断いたします。以上です。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 ４番をお願いいたします。 

○８番（本田多美子君） 農業委員８番、本田です。４番の案件について説明します。 

 譲受人は特定建築条件付き土地を購入され、木造平屋建て、事業面積３３９.２

１㎡を建築されます。今回は宅地拡張で、５８㎡を庭として利用する目的で申請さ

れています。造成中の被害防除として、分譲地と同じ高さに盛土して整地を行う造

成工事を行います。土砂等の流出の恐れのある箇所はブロックで土留めを行います。

また、隣接農地は非耕作地で、悪影響はないと考えますが、万が一にも被害が生じ

た場合は、転用者が自己の責任において補償すると共に万全な防除策を講じるとい

うことでした。 

 現地調査した結果、何ら問題もなく、許可相当と判断いたしました。以上です。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 続きまして、５番をお願いいたします。 

○９番（岡村栄一君） ９番農業委員、岡村です。５番の案件について説明します。 

 転用目的の分譲地、場所は自動車部品工場横北側です。２戸分、周りは北側は市

道、東側は市道、西側は農道、南側は畑で、盛土を５０㎝してＬ型で周りを囲む。

北側市道との間に水路があります。出入口に橋を架けます。給水は上水道、下水道

に、市の下水道に接続する。雨水は溜め桝をして水路に放水する。問題が起きたら

譲受人が責任をもって解決するということです。 

 現地調査の結果、何ら問題はないと思いますので、審議のほどよろしくお願いし

ます。以上です。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

続きまして、６番、７番につきましては同じ委員なのでよろしくお願いいたし

ます。 

○２番（髙田優子君） 農業委員２番、髙田です。６番の案件について説明いたします。 

 申請地は山の上公園の横の西側の位置になります。平米数は１,３７０㎡、転用

目的は太陽光発電施設です。パネル３２４枚、発電出力は４９.５ｋｗの計画です。

給排水計画ですが、給水方法としましては、太陽光発電施設の建設のため、給水の

計画はありません。雨水処理も申請地は盛土工事を行わず、既存のグラウンドレベ

ルにて施工するということです。なお、被害防除の計画ですが、外周にはフェンス

にて隣接への土砂の流出を防止するということで、もし破損の被害がでた場合は、

施工業者の責任において速やかに処理をするということです。日照ですが、隣接す
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る土地の地権者の方には挨拶もかね事業説明をしておりますので、もし万が一被害

が生じた場合は、責任をもって対処するということでした。 

 現地調査を確認し、許可相当と思います。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 続きまして、同じく７番の説明をいたします。 

 これもまた太陽光発電の申請でございます。パネルも３２４枚、発電出力も４９.

５ｋｗ、全く同じ容量になっております。給排水計画でも給水の計画はなし、雨水

処理もありません。現地を確認し、許可相当と思います。 

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 ５条申請につきまして委員の説明が終わりましたけれども、皆さんから御意見、

御質問はございませんでしょうか。 

○６番（土田健一君） 農業委員６番の土田です。６番、７番についてお尋ねいたしま

す。 

 この太陽光発電施設、これは賃借の契約になっていますけれども、こういう物件

というのは、大体例えば１０年で更新とかそういう形になっていますか、基本的に

は。 

○２番（髙田優子君） これは３０年間契約ということです。 

○６番（土田健一君） ３０年ですか、はい、わかりました。両方とも３０年ですか。 

○２番（髙田優子君） そうです。 

○議長（下川 安君） ほかに何かございませんでしょうか。 

 (なしの声) 

○議長（下川 安君） ほかになければ採決に移りたいと思います。 

 議第２５号農地法第５条の規定による許可申請７件ですけれども、原案どおり許

可することに異議のない方は、挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。採決の結果、異議なしと認め、

議第２５号につきましては、許可することに決定いたしました。 

 続きまして、議第２６号農用地利用集積計画の決定についてを議題といたします。

申請件数は７７件です。 

 それでは事務局より説明をお願いします。 

○事務局次長（西山美和君） ９ページをお願いいたします。 

 議第２６号農用地利用集積計画の決定について。農業経営基盤強化促進法第１８

条第１項の規定による農用地利用集積計画について、次のとおり決定する。令和５
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年６月５日提出、玉名市農業委員会会長、下川 安。 

 １０ページから１１ページの総括表、１２ページから２１ページまでの集計表の

とおり、玉名市長より意見を求められております。 

 今回は所有権移転が４件、４,７６９㎡、利用権設定が６８件、２７１,８９３㎡、

合計７２件、２７６,６６２㎡の集積で、いずれも農業経営基盤強化促進法第１８

条第３項の各要件を満たしているものと判断し、御提案しております。 

 よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（下川 安君） はい、事務局の説明が終わりましたけれども、皆さんから御意

見、御質問はございませんでしょうか。 

（なしの声） 

○議長（下川 安君） なければ採決に移りたいと思います。 

 議第２６号農用地利用集積計画の決定７７件につきまして、原案どおり決定する

ことに異議のない方は、挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。採決の結果、異議なしと認め、

議第２６号につきましては、原案どおり決定いたします。 

 次に、議第２７号農用地利用集積等促進計画の意見決定についてを議題といたし

ます。件数は１件です。 

 それでは、事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局次長（西山美和君） ２２ページをお願いいたします。 

 議第２７号農用地利用集積等促進計画の意見決定について。農地中間管理事業の

推進に関する法律第１９条第３項の規定による農用地利用集積等促進計画に対する

意見について、次のとおり決定する。令和５年６月５日提出、玉名市農業委員会会

長、下川 安。 

 ２３ページの集計表のとおり、玉名市長より意見を求められております。今回は、

利用権設定が１件、１,４０５㎡、合計１件、１,４０５㎡の集積で、いずれも農地

中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の各要件を満たしているものと判

断し、御提案しております。 

 よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 事務局の説明が終わりましたけれども、皆さんから御意見、御質問はございませ

んでしょうか。 

 (なしの声) 

○議長（下川 安君） なければ採決に移りたいと思います。 
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 議第２７号農用地利用集積等促進計画の意見決定につきまして、原案どおり意見

決定することに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 採決の結果、異議なしと認め、議第２７号につきましては、原案どおり意見決定

いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

５．報 告 

○議長（下川 安君） 続きまして、報告のほうに移ります。報告第１５号農地の賃貸

借及び使用貸借解約通知書について、報告第１６号農地の形状変更届について、報

告第１７号許可書取下げについて、２０件を事務局より併せて報告いたします。 

○事務局次長（西山美和君） 報告第１５号農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書につ

いて。農地法第１８条第６項の規定による合意解約及び農地使用貸借解約が成立し

た旨の通知を受理したので報告します。令和５年６月５日提出、玉名市農業委員会

会長、下川 安。 

 今回、２４ページから２７ページまでの１５件、合計３２,２１８㎡の解約通知

を受理しております。 

続きまして、２８ページをお願いいたします。 

報告第１６号農地の形状変更届について。下記農地の形状変更届がありました

ので報告します。令和５年６月５日提出、玉名市農業委員会会長、下川 安。 

 今回３件、１,２４５㎡を届け出理由に記載のとおりを受理しております。 

 ２９ページをお願いいたします。 

 報告第１７号許可申請の取下げについて。下記の物件は、許可申請後に取下げの

届け出がありましたので報告します。令和５年６月５日提出、玉名市農業委員会会

長、下川 安。 

 今回２件、２,０６１㎡を取り下げ理由に記載のとおり受理しております。 

 以上、報告を終わります。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 これで本日の議案審議、それから報告が終わりました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

６．閉 会 

○議長（下川 安君） これをもちまして、令和５年第６回の農業委員会総会を閉会と

させていただきます。 

 ありがとうございました。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉 会 午後２時５４分 
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以上のとおり、会議の次第を記載し、その相違ないことを証するためここに署名捺印す

る。 

令和５年６月５日 

 

 

 

 玉名市農業委員会会長    下川 安 
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